
応募者数 人

経済効果 億円

● 第53回大会（Ｈ27．2）

・ 応募者数は大会史上初の2万人越え

● 第55回大会（Ｈ29．2）

・ ゲストランナー川内優輝選手が大会ベストタイム（大会史上初のサブテン）

・ 有名ゲストランナーの招聘や海外ランナーの招待などにより大会の認知度を向上

・ 大学生防災リーダークラブや自主防災組織ネットワーク等の協力で安全対策を強化

● 第56回大会（Ｈ30．2）

・ 応募者数、経済効果ともに過去最高を記録

＜受賞など＞

・

・ 第53、54回大会でRUNNET大会ランキング1位を獲得（参加者7千人以上の大会）

・ 第55、56回大会でRUNNET大会ランキング3位を獲得（参加者7千人以上の大会）

第53回 第54回 第55回 第56回

（H28年） （H29年）（H27年）

5.14.5

21,805 22,565 23,875

実

績

4.3 4.7

5 「スポーツ・文化」で幸せ実感 1

愛媛マラソンのさらなる活性化と、年齢や体力に応じて誰

もが参加できるウォーキング・マラソン・サイクリングなどの

新たな大会の開催に取り組みます。

取

組

愛媛マラソンの活性化

担

当

スポーティングシティ推進課

スタート時

多くのボランティアスタッフ

20,170

（H30年）

全国のランナーのネット投票で選ばれる「全国ランニング大会100撰」に第50回大会から

6年連続選出（H24～H29年度）
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● ウォーキング

・ イベント型健康ウォーキングの実施（H27年度：3地区、H28年度：4地区）

・ 松山城登頂ウォーキングの開始（H29.1～）

※

※ 同スタンプ利用時間を延長（H29.7～）

・ 「まつやまスマイル（笑顔）ウォーキングマップ」を更新・配布（H29.3）

・ 「まつやまスマイル（笑顔）ウォーキングを実施」（H29年度：10地区、H30.11末：2地区）

・ 『坂の上の雲』ふるさとウォークを実施

H27年度：松山城周辺センターゾーン

H28年度：松山城周辺センターゾーン・久谷サブセンターゾーン

H29年度：松山城周辺センターゾーン・風早サブセンターゾーン

H30年度：松山城周辺センターゾーン・道後温泉サブセンターゾーン

≪参加人数≫

ふるさとウォーク 人

● マラソン

・

● サイクリングほか

・ 「しまのわ学校体育祭inごごしま」を開催（H27年度～）

・ 「『坂の上の雲』のまち松山　サイクルロゲイニング大会」を開催（H27年度～）

≪参加人数≫

しまのわ学校体育祭 人

サイクルロゲイニング 人

H27年度 H28年度

121 167 94

308 282 265 -

5 「スポーツ・文化」で幸せ実感 1

愛媛マラソンのさらなる活性化と、年齢や体力に応じて誰

もが参加できるウォーキング・マラソン・サイクリングなどの

新たな大会の開催に取り組みます。

取

組

誰もが参加できる新たな大会の開催

担

当

スポーティングシティ推進課、

坂の上の雲まちづくりチーム、

健康づくり推進課

※H30しまのわ学校体育祭は

　H31.3.24開催予定

日付入りスタンプを城山天守前チケット売り場横に設置し、スタンプを100回分集め

た方に記念証を贈呈

H29年度 H30年度

実

績

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

サイクルロゲイニング大会

3,000 1,350 1,050 1,750

「坊っちゃんランランラン」や「えひめ5時間リレーマラソン」、「マツヤマお城下リレーマラ

ソン」など既存大会の募集人数やチーム数を拡充（H27年度～）

130

2



● 国体開催状況

・ 国体リハーサル大会を開催（H28.5～H29.3）

・ 障がい者スポーツ大会リハーサル大会を開催（H29.5）

・ 「愛顔つなぐえひめ国体（第72回国民体育大会）」を開催（H29.9.30～10.10）

・ 「愛顔つなぐえひめ大会（第17回全国障害者スポーツ大会）」を開催（H29.10.28～30）

競技数：

参加者数：延べ約34万人

経済波及効果：約292億円

● 国体に向けた施設整備

・ 松山中央公園テニスコートの人工芝張替

・ 松山中央公園坊っちゃんスタジアムの内野席シート入替

・ 松山中央公園共用部分インターロッキング等改修

・ 総合コミュニティセンター体育館床面張替

・ 北条スポーツセンター球技場人工芝張替

・ 北条スポーツセンター体育館西日対策として遮光フィルム等設置

● 国体に向けた取り組み

・

クリーンアップ運動参加者数：約2,100人

花いっぱい運動プランター数:6,835基

地元食材や特産品の無料ふるまい：約20,000食

都道府県手作り応援のぼり旗：611枚

・ 広報及び運営ボランティアの募集、ボランティア研修会の開催

運営ボランティア応募者数：2,591人

・ 各種団体、企業への協賛依頼

・ 「まつやま笑顔のひと声キャンペーン」で１万人にリストバンドを配布(H29.8)

松山市では、えひめ国体で24競技、えひめ大会で8競技、合計で32競技・

36種目を実施　（国体史上最多）

開会式

実

績

5 「スポーツ・文化」で幸せ実感 2

愛媛国体を成功させます。ボール遊びやゲートボール・

グランドゴルフなどを楽しむことができる公園や各種競技

施設の充実など、日頃からスポーツに親しむ環境の整備

を進めます。

取

組

えひめ国体に向けた取り組みの推進

担

当

スポーティングシティ推進課

地域、関係団体、企業等と連携した啓発イベントの開催、クリーンアップ運動や花いっ

ぱい運動の実施

3



● ボール遊びができる公園

・ これまでに市内12公園で整備済み

H26年度： 北窪田公園（久米窪田町）

すみれ野北公園（石風呂町）

H28年度： 星ヶ岡公園（星岡三丁目）

・ 堀江中央公園（堀江町）へフェンスを設営し、安全性を向上（H29年度）

● 快適なスポーツ環境

・ アンケート結果を踏まえ、グラウンド・ゴルフができる施設一覧を市HPに掲載（H28.2）

・ 北条スポーツセンター野球場（2面）の供用開始（Ｈ28.4）

※グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、ペタンクなども利用可

星ヶ岡公園

北条スポーツセンター野球場

実

績

5 「スポーツ・文化」で幸せ実感 2

愛媛国体を成功させます。ボール遊びやゲートボール・

グランドゴルフなどを楽しむことができる公園や各種競技

施設の充実など、日頃からスポーツに親しむ環境の整備

を進めます。

取

組

スポーツに親しむ環境の整備

担

当

スポーティングシティ推進課、

公園緑地課

4



● 2020東京オリンピック ホストタウン

・ 台湾で事前合宿誘致に向けたトップセールスを実施　(H28.8)

・ 愛媛県と松山市で国に申請したホストタウン(3次登録)に認定　(H28.12)

相手国：台湾

・ 台湾野球団体をえひめ国体に招へいし、競技施設などを視察（H29.10）

・ 台湾で事前合宿誘致に向け競技団体へ松山のＰＲを実施（H30.3）

・ 愛媛県と松山市、砥部町で国に申請し、ホストタウン（8次登録）に認定（H30.6）

相手国：マレーシア

・

・

● プロ野球オールスターゲーム誘致

・ NPBへの開催要望やNPBが実施するソフト事業（ベースボール型授業）への協力

・ NPB関連事業 NPBガールズトーナメントの開催（H30.8)　※H30年度～3年間実施予定

● 愛媛FC、愛媛マンダリンパイレーツ

・

● 愛媛オレンジバイキングス

・ プロバスケットボールのBリーグが開幕し、本市で初の試合開催(H28.10)

ホームアリーナ：松山市総合コミュニティセンター体育館

●その他

・ プロ野球公式戦を開催（毎年）

・ 「U-15アジアチャレンジマッチ」の開催

日本代表・台湾代表・松山市代表（H27.11.21～23）

日本代表・台湾代表・オーストラリア代表・松山市代表（H29.11.23～26）

・ 「愛媛オープンウォータースイミング2018」の開催（H30.7）

マレーシアバドミントン協会と愛媛県、松山市、砥部町、県バドミントン協会とで　「2020

年東京オリンピックに向けた事前合宿の実施に係る基本合意書」を締結（H30.7）

中予3市3町による盛り上げイベントの開催や小中学生などの無料招待、バスツアー等

による集客支援を継続実施

プロ野球公式戦

実

績

5 「スポーツ・文化」で幸せ実感 3

外国チームの東京オリンピック事前合宿や３度目のプロ

野球オールスターゲームの誘致に挑戦します。愛媛ＦＣ、

愛媛マンダリンパイレーツ、松山フェニックスなどに対する

支援を行い、スポーツでまちを元気にします。

取

組

スポーティングシティまつやまの推進

担

当

スポーティングシティ推進課

マレーシア代表のバドミントンチームが競輪場宿泊施設を活用し、愛媛県総合運動公

園で合宿を実施（H30.8）

5



● 俳都松山

・ 俳人の夏井いつき氏を俳都松山大使に任命　（H27.5）

・ 市外でのPRイベント「俳都松山キャラバン」を開催

H27年度：大阪、東京　　H28年度：博物館明治村、新宿、台湾・台北市　　H29年度：熊本市・斑鳩町

・ 「俳都松山イベント」を開催　（H27.10、H28.10、H29.11）

・ 俳句ポスト50周年記念イベントを開催（H30.9）

● 子規・漱石生誕150年

・

※ 「平成30年全国広報コンクール映像部門特選総務大臣賞」受賞（H30.6）

・

・ 「正岡子規のふるさとシンフォニー」イベントを開催（H29.9）

・ 「俳句王国がゆく」NHK全国放送の公開収録を誘致（H29.9）

・ 「漱石アンドロイド」を招聘し、記念イベントを開催（H29.11）

●俳句甲子園

≪エントリー数≫

都道府県数 都道府県

学校数 校

チーム数 チーム

※Ｈ29年度は都道府県数、学校数、チーム数がいずれも過去最多

●坊っちゃん文学賞

・ 第15回の節目と子規・漱石生誕150年を記念して、ショートショート部門を新設

募集期間：H28.7～H29.6

応募総数：1,941点（小説部門854点、ショートショート部門1,087点）

・ 歴代の大賞19作品を収録した作品集を発刊（H30.9）

● ことばのちからの取り組み

・ ＪＲ松山駅の列車到着メロディに「春や昔」を採用（H27.5）

・ 「街はことばのミュージアム」として、作品を松山観光港に掲出（H29.2）

・ 響け!!言霊 第11回“ことばのがっしょう”群読コンクールの参加対象を拡大（H30.8～）

・ 「街はことばのミュージアム」として、松山空港の作品をリニューアル（H30.11）

● その他

・ 俳句ユネスコ無形文化遺産登録推進協議会が設立され、理事に就任（H29.4）

・ 松山市文化芸術振興計画の策定(H30.3)

・ 同計画推進のため「松山ブンカ・ラボ」をスタート（H30年度～）

＜受賞＞

・

・

・

・

143

41

H28年度

119 127 137 159

121

40

102

H29年度

5 「スポーツ・文化」で幸せ実感 4

正岡子規・夏目漱石生誕１５０年の機会などを活かし、俳

句や文学をはじめとした「ことば」にこだわった特徴的な政

策を展開します。

取

組

「ことば」を活かしたまちづくり

担

当

文化・ことば課

松山市のことばを大切にするまちづくりが評価され、平成26年度文化庁長官表彰（文化

芸術創造都市部門）を受彰(H27.5)

松山市ことばのちから実行委員会が、平成27年度ふるさとづくり大賞団体表彰（総務大

臣賞）を受賞(H28.1)

NPO法人俳句甲子園実行委員会が国土交通省の平成28年度「地域づくり表彰」全国

地域づくり推進協議会会長賞を受賞(H28.11）

NPO法人俳句甲子園実行委員会が総務省の地方自治法施行70周年記念総務大臣表

彰の団体表彰を受賞(H29.11）

実

績

H30年度H26年度

29

87

H27年度

32

95

市政広報特別番組「子規　松山最後の帰郷　愚陀佛庵で過ごした52日間」を放映

（H29.1）

企業等と連携し「子規・漱石を未来へつなごうプロジェクト」を実施（H29.2～H30.3）

110

34

6


